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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第２四半期 12,769 44.2 △813 － △970 － △983 －

29年３月期第２四半期 8,856 40.8 108 － 32 － △216 －

(注) 包括利益 30年３月期第２四半期 △990百万円 ( －％) 29年３月期第２四半期 △212百万円 ( －％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第２四半期 △36.93 －

29年３月期第２四半期 △12.96 －
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 20,089 3,281 16.2

29年３月期 17,477 1,289 7.1

(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 3,256百万円 29年３月期 1,244百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

30年３月期 － 0.00

30年３月期(予想) － 0.00 0.00

(注) １ 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

２ 上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類

株式（非上場）の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,000 40.4 △1,350 － △1,630 － △1,640 － △60.91

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 、除外 １社 (社名)プレミアムウォーター株式会社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 26,923,582株 29年３月期 26,532,432株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 276株 29年３月期 218株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 26,629,004株 29年３月期２Ｑ 16,730,787株

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、決算短信（添付資料）２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（1）経営成績に関す

る説明」をご覧ください。
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種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る1株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

Ａ種優先株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 － －

30年３月期(予想) － 0.00 0.00

　(注) 上記のＡ種優先株式は、平成29年９月に発行しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済・金融政策等の効果により雇用・所得環境の

改善が続き、緩やかな回復傾向にあるものの、海外経済への懸念等もあり、景気の先行き不透明感が拭い切れない

状況が継続しております。

宅配水業界においては、飲料水に対する「安心」・「安全」・「安定供給」を求める意識の高まりを受け、宅配

水の認知度は確実に向上いたしました。宅配水の認知度の向上に伴い、宅配水市場規模は緩やかに成長しておりま

す。一方で、人件費の上昇や物流コストの増加懸念などのコスト圧迫要因が増加しております。

このような状況の下、当社グループは、宅配水事業は顧客が長期間継続して利用してもらうことにより安定した

収益をもたらすことから、顧客基盤の強化を重点施策の１つとして位置付けたうえで、新規顧客獲得においては長

期契約プランの導入、既存顧客に対しては満足度向上のためのキャンペーン実施や顧客限定サービスの提供等の各

種施策に取り組んでまいりました。また、PETボトルの内製化により製造原価の低減化を実現する一方、商品の出荷

方法の変更等による配送コストの削減に努めてまいりました。

しかしながら、これらの施策により一定のコスト低減効果が生じているものの、顧客基盤の強化に向けた営業活

動の拡大等による販売促進費等の増加が当社グループの利益の押下げ要因となっております。

その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高12,769百万円(前年同期比44.2％増）、売上総利益10,378

百万円（同53.2％増）、営業損失813百万円（前年同期は108百万円の営業利益）、経常損失970百万円（前年同期は

32百万円の経常利益）、親会社株主に帰属する四半期純損失は983百万円（前年同期は216百万円の親会社株主に帰

属する四半期純損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ2,612百万円増加し、20,089百万円となりまし

た。

（資産）

流動資産は10,043百万円（前連結会計年度末比493百万円の増加）となりました。主な増減要因としては、現金及

び預金の減少838百万円、売掛金の増加528百万円及び前払費用の増加637百万円であります。

固定資産は10,046百万円（前連結会計年度末比2,119百万円の増加）となりました。主な増加要因としては、賃貸

用資産の増加1,261百万円び建物の増加328百万円であります。

（負債）

流動負債は8,110百万円（前連結会計年度末比829百万円の増加）となりました。主な増加要因としては、短期借

入金の増加458百万円及び割賦未払金の増加445百万円であります、

固定負債は8,697百万円（前連結会計年度末比209百万円の減少）となりました。主な増減要因は社債の償還2,805

百万円があったものの、長期借入金の増加488百万円及び長期割賦未払金の増加1,960百万円があったためでありま

す。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産は3,281百万円（前連結会計年度末比1,992百万円の増加）となりました。

主な増減要因につきましては、Ａ種優先株式の発行及び新株予約権の行使による株式発行により資本金及び資本剰

余金がそれぞれ1,501百万円増加する一方、親会社株主に帰属する四半期純損失983百万円の計上となったためであ

ります。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期連結累計期間の実績及び足元の業績動向を踏まえ、平成29年５月11日に公表いたしました平成30年３

月期の第２四半期及び通期の連結業績予想を修正いたしました。

詳細につきましては、本日（平成29年11月９日）公表いたしました「平成30年３月期第２四半期累計期間業績予

想値と実績値の差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,333,531 3,494,756

売掛金 2,503,976 3,032,453

商品及び製品 1,173,206 1,401,643

原材料及び貯蔵品 167,861 189,939

前払費用 1,083,030 1,720,708

その他 456,413 472,882

貸倒引当金 △167,422 △268,548

流動資産合計 9,550,597 10,043,835

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 947,342 1,276,033

機械装置及び運搬具（純額） 403,855 562,891

土地 415,997 415,997

リース資産（純額） 262,550 245,833

建設仮勘定 175,426 5,238

賃貸用資産（純額） 4,245,290 5,506,835

その他（純額） 77,415 77,690

有形固定資産合計 6,527,878 8,090,520

無形固定資産

のれん 104,698 90,162

その他 287,766 378,296

無形固定資産合計 392,465 468,458

投資その他の資産

その他 1,065,338 1,574,930

貸倒引当金 △58,720 △87,877

投資その他の資産合計 1,006,617 1,487,052

固定資産合計 7,926,961 10,046,032

資産合計 17,477,558 20,089,867
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 623,993 708,763

短期借入金 566,400 1,024,400

1年内償還予定の社債 11,200 11,200

1年内返済予定の長期借入金 1,725,025 1,983,379

リース債務 127,184 158,302

未払金 2,286,068 2,381,992

割賦未払金 1,230,777 1,675,812

未払法人税等 404,977 32,511

賞与引当金 14,392 －

その他 290,436 133,691

流動負債合計 7,280,456 8,110,053

固定負債

社債 2,824,000 18,400

長期借入金 2,752,529 3,240,765

リース債務 195,992 338,968

長期割賦未払金 3,001,355 4,961,449

資産除去債務 8,642 38,982

その他 125,232 99,251

固定負債合計 8,907,753 8,697,816

負債合計 16,188,209 16,807,870

純資産の部

株主資本

資本金 2,409,587 3,911,108

資本剰余金 1,619,087 3,120,608

利益剰余金 △2,773,908 △3,756,919

自己株式 △139 △173

株主資本合計 1,254,626 3,274,625

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 △20 －

為替換算調整勘定 △10,038 △18,147

その他の包括利益累計額合計 △10,058 △18,147

新株予約権 28,562 9,134

非支配株主持分 16,218 16,384

純資産合計 1,289,349 3,281,997

負債純資産合計 17,477,558 20,089,867
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 8,856,475 12,769,476

売上原価 2,080,616 2,390,853

売上総利益 6,775,859 10,378,622

販売費及び一般管理費 6,667,584 11,192,342

営業利益又は営業損失（△） 108,275 △813,720

営業外収益

為替差益 － 8,982

その他 2,710 5,406

営業外収益合計 2,710 14,388

営業外費用

支払利息 33,239 78,803

社債利息 14,245 27,769

持分法による投資損失 － 40,411

為替差損 19,914 －

その他 11,344 24,414

営業外費用合計 78,744 171,399

経常利益又は経常損失（△） 32,241 △970,730

特別利益

新株予約権戻入益 － 1,980

特別利益合計 － 1,980

特別損失

減損損失 10,200 －

特別損失合計 10,200 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

22,041 △968,750

法人税、住民税及び事業税 302,480 14,102

法人税等調整額 △63,873 △9

法人税等合計 238,607 14,093

四半期純損失（△） △216,566 △982,844

非支配株主に帰属する四半期純利益 241 166

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △216,807 △983,011
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純損失（△） △216,566 △982,844

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 95 20

為替換算調整勘定 4,391 △8,109

その他の包括利益合計 4,486 △8,088

四半期包括利益 △212,079 △990,933

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △212,321 △991,099

非支配株主に係る四半期包括利益 241 166
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

22,041 △968,750

減価償却費 950,119 1,578,617

のれん償却額 14,536 14,536

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9,017 130,283

賞与引当金の増減額（△は減少） △9,452 △14,392

受取利息及び受取配当金 △170 △1,263

支払利息 33,239 78,803

社債利息 14,245 27,769

為替差損益（△は益） 11,702 △1,049

持分法による投資損益（△は益） － 40,411

売上債権の増減額（△は増加） △11,089 △558,159

たな卸資産の増減額（△は増加） △278,515 △250,514

仕入債務の増減額（△は減少） △389,003 403,454

未払金の増減額（△は減少） 149,581 108,677

前払費用の増減額（△は増加） △212,734 △640,198

長期前払費用の増減額（△は増加） △253,516 △408,656

その他 112,905 △83,110

小計 162,905 △543,541

利息及び配当金の受取額 173 1,267

利息の支払額 △32,698 △145,158

法人税等の支払額 △34,015 △338,239

営業活動によるキャッシュ・フロー 96,365 △1,025,672

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △318,004 △376,174

投資有価証券の取得による支出 － △49,920

無形固定資産の取得による支出 △55,331 △138,036

定期預金の預入による支出 － △200,000

定期預金の払戻による収入 － 100,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

644,987 －

関係会社株式の取得による支出 △19,600 △44,100

長期貸付けによる支出 △775 △44,170

その他 6,994 35,637

投資活動によるキャッシュ・フロー 258,270 △716,762

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △64,000 458,000

長期借入れによる収入 550,000 1,700,000

長期借入金の返済による支出 △1,197,066 △953,409

社債の償還による支出 △5,600 △5,600

自己株式の取得による支出 － △33

リース債務の返済による支出 △71,737 △83,006

セール・アンド・リースバックによる収入 － 244,800

割賦債務の返済による支出 △237,455 △717,615

新株予約権の行使による株式の発行による収入 2,253,355 167,584

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,227,495 810,719

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7,311 △7,059

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,574,820 △938,775

現金及び現金同等物の期首残高 1,249,141 4,233,531

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,823,961 3,294,756
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

当第２四半期連結累計期間において、新株予約権の行使により資本金及び資本剰余金が、それぞれ1,130,755

千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において資本金が2,385,631千円、資本剰余金が1,595,131千円とな

っております。

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

平成29年９月27日開催の臨時株主総会の決議によるＡ種優先株式28株の発行により、資本金及び資本剰余金

が、それぞれ1,400,000千円増加しております。また、当第２四半期連結累計期間において、新株予約権の行使

により、資本金及び資本剰余金が、それぞれ101,521千円増加しております。この結果、当第２四半期連結会計

期間末において資本金が3,911,108千円、資本剰余金が3,120,608千円となっております。

（会計方針の変更）

（会計上の見積もりの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

有形固定資産の減価償却方法の変更

当社及び国内連結子会社は、従来、有形固定資産の減価償却方法について、主として定率法を採用しておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

当社グループは近年のナチュラルミネラルウォーターの出荷数の増加により、揚水装置及び製造ラインへの高水

準での設備投資を計画しております。これを契機として有形固定資産の使用実態を確認した結果、主要な設備はナ

チュラルミネラルウォーターの出荷数に応じて高水準で安定的に稼働し、また当社グループの主力事業である宅配

水事業の保有顧客件数は順調に伸びており、将来的にも安定的な収益獲得が見込まれることから、定額法による減

価償却方法を採用することが適正な収益と費用の対応関係の観点から合理的であり、経済的実態をより適切に反映

できると判断いたしました。

この変更により、従来の方法によった場合と比べ、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等

調整前四半期純損失がそれぞれ37,691千円減少しております。
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